
                                                              …
３

需
給
は
緩
む
も
、
下
押
し
圧
力
は
弱
い
？

新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
運
賃
水
準
は
持
ち
こ
た
え
か

○
…
道
路
問
題
対
応
で
「
道
路
企
画
室
」
を
新
設
＝
全
ト
協
            …
５

○
…
ア
サ
ヒ
ロ
ジ
が
神
奈
川
・
厚
木
に
最
大
規
模
の
拠
点
開
設
         …
６

○
…
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
京
都
の
低
温
物
流
会
社
・
桂
通
商
を
買
収
…
７

○
…
北
海
道
運
輸
局
、
村
営
バ
ス
の
貨
客
混
載
を
初
認
定
               …
９

○
…
３
月
の
宅
急
便
、
３
・
９
％
増
の
１
億
４
８
９
９
万
個
            …
10

○
…
ゆ
う
パ
ッ
ク
13
％
増
の
７
６
８
５
万
個
＝
２
月
の
郵
便
・
荷
物
   …
10

○
…
日
本
郵
便
／
20
年
度
事
業
計
画
、
物
流
事
業
で
先
端
技
術
活
用
推
進
…
10

○
…
世
界
の
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
65
万
基
に
＝
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
20
年
度
調
査
   …
12

○
…
ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
Ｇ
、
グ
ル
ー
プ
間
で
関
西
２
拠
点
の
管
轄
を
変
更
…
13

○
…
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ロ
ジ
ス
コ
、
組
織
変
更
で
営
業
機
能
を
強
化
               …
13

○
…
東
洋
ト
ラ
ン
ス
が
Ｓ
Ｌ
Ｂ
輸
送
に
富
山
発
を
追
加
                  …
14

○
…
サ
カ
イ
引
越
、
19
年
度
引
越
収
入
は
４
・
９
％
増
の
８
９
８
億
円
…
15

○
…
東
京
税
関
、
松
村
武
人
氏
が
税
関
長
に
就
任
                        …
16

○
…
特
積
み
は
10
月
以
降
４
ヵ
月
連
続
減
＝
１
月
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
   …
16

○
…
日
野
自
動
車
が
「
プ
ロ
フ
ィ
ア
」
の
ト
ラ
ク
タ
を
改
良
            …
17

○
…
ｓ
ｏ
ｕ
ｃ
ｏ
が
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
で
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
提
供
         …
17

○
…
 風
　
▽
鴻
池
忠
彦
 鴻
池
運
輸
社
長
▽
鈴
木
健
一
郎
 鈴
与
社
長

▽
坂
本
雅
生
 エ
ヌ
ア
イ
ケ
ミ
カ
ル
社
長
                      …
４

○
…
「
運
輸
・
倉
庫
」
の
景
気
Ｄ
Ｉ
は
27
・
７
＝
帝
国
デ
ー
タ
         …
５

○
…
 貨
眺
富
営
 244

「
ボ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
」
中
田
信
哉
…
８

○
…
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
、
入
社
３
年
後
の
定
着
率
が
91
％
                  …
11

○
…
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
で
新
た
な
車
両
開
発
＝
豊
田
通
商
            …
15

○
…
 資
料
　
宅
配
大
手
３
社
（
ヤ
マ
ト
運
輸
、
日
本
郵
便
、
佐
川
急
便
）
実
績
…
22

ＦＯＣＵＳ

貨
眺
富
営
 244
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求
車
情
報
減
少
、

ス
ポ
ッ
ト
運
賃
は
下
落
も

１
日
に
発
表
さ
れ
た
日
銀
短
観
に

よ
る
と
、
「
運
輸
・
郵
便
」
の
業
況

判
断
指
数
は
大
企
業
で
マ
イ
ナ
ス
７

と
２
０
１
９
年
12
月
調
査
よ
り
24
pt

下
落
、
中
小
企
業
も
マ
イ
ナ
ス
10
で

14
pt
下
が
っ
た
。
国
土
交
通
省
が
３

月
上
旬
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

行
っ
た
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
同
月
の
輸
送
ト
ン
数
が
減
少
し

た
企
業
、
運
送
収
入
の
落
ち
込
み
を

予
想
す
る
企
業
は
７
割
に
の
ぼ
る
。

需
給
の
緩
み
は
求
荷
求
車
情
報
か

ら
も
明
ら
か
だ
。
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の

３
月
の
求
車
荷
物
登
録
件
数
は
前
年

の
３
月
と
比
べ
４
割
減
っ
た
。
求
荷

求
車
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
の

担
当
者
も
「
こ
れ
ま
で
は
、
荷
物
は

あ
る
と
こ
ろ
に
は
あ
っ
た
。
し
か

し
、
い
ま
は
全
国
ど
こ
に
も
荷
物
が

な
い
状
態
だ
」
と
し
、
ス
ポ
ッ
ト
運

賃
は
「
若
干
下
が
っ
て
き
て
い
る
」

と
話
す
。

「
値
下
げ
要
請
な
し
」
、

４
～
６
月
は
回
復
も
予
測

一
方
、
中
長
期
契
約
運
賃
に
つ
い

て
は
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
「
元
請
け
運
賃
で
値
下
げ
の
要

請
は
な
く
、
２
月
に
値
上
げ
し
て
く

れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
」
（
食
料
品
輸

送
）
、
「
値
下
げ
圧
力
は
ほ
と
ん
ど

感
じ
て
い
な
い
」
（
海
上
コ
ン
テ
ナ

輸
送
）
の
ほ
か
、
「
必
要
台
数
は
減

っ
て
い
る
が
、
従
来
と
同
じ
台
数
の

運
賃
を
保
証
し
て
く
れ
て
い
る
」

（
建
材
輸
送
）
荷
主
も
あ
る
と
い

う
。ト

ラ
ッ
ク
業
界
関
係
者
は
「
荷
主

は
一
度
運
賃
を
下
げ
る
と
、
需
要
が

回
復
し
た
時
に
輸
送
力
確
保
が
難
し

く
な
る
と
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
相

場
は
簡
単
に
は
下
が
ら
な
い
と
見
て

い
る
」
と
話
す
。
荷
主
の
物
流
担
当

者
も
「
い
ま
値
下
げ
を
要
請
し
た
ら

二
度
と
車
は
戻
っ
て
こ
な
い
。
こ
の

時
期
大
手
は
値
下
げ
し
な
い
の
で

ＦＯＣＵＳ

新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
運
賃
水
準
は
持
ち
こ
た
え
か

需
給
は
緩
む
も
、
下
押
し
圧
力
は
弱
い
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
３
月
以
降
、
輸
送
量
が
急

速
に
落
ち
込
み
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
の
収
入
減
も
顕
著
に
な
っ
て
き

た
。
ス
ポ
ッ
ト
運
賃
の
下
落
も
報
告
さ
れ
始
め
て
お
り
、
“
コ
ロ
ナ
シ

ョ
ッ
ク
”
の
長
期
化
に
よ
る
需
給
の
緩
み
が
、
運
賃
の
下
押
し
圧
力
に

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
の
解
消
の
メ
ド
も
た
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
荷
主
は
慎
重
姿
勢
を

崩
さ
ず
、
中
長
期
契
約
の
運
賃
水
準
は
い
ま
の
と
こ
ろ
持
ち
こ
た
え
て

い
る
模
様
。
た
だ
、
上
昇
機
運
に
は
な
く
、
早
け
れ
ば
４
月
末
に
予
定

さ
れ
て
い
る
「
標
準
的
な
運
賃
」
の
告
示
に
よ
っ
て
、
現
行
の
運
賃
水

準
の
底
上
げ
が
ど
こ
ま
で
図
れ
る
か
不
透
明
感
も
増
し
て
い
る
。

運賃相場は簡単には下がらない？

情報登録件数の状況（WebKIT）



は
」
と
見
る
。

日
通
総
合
研
究
所
が
こ
の
ほ
ど
発

表
し
た
運
賃
・
料
金
動
向
指
数
の
実

績
と
見
通
し
に
よ
る
と
、
一
般
ト
ラ

ッ
ク
の
１
～
３
月
実
績
は
需
給
の
緩

み
を
反
映
し
「
＋
21
」
と
前
回
（
19

年
10
～
12
月
）
の
「
＋
31
」
よ
り
低

下
す
る
も
の
の
、
４
～
６
月
の
見
通

し
で
は
「
＋
24
」
と
若
干
の
回
復
を

予
想
。
特
積
み
ト
ラ
ッ
ク
で
も
４
～

６
月
は
１
～
３
月
よ
り
回
復
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

現
行
運
賃
は
「
低
い
」
が
９
割
、

標
準
運
賃
に
期
待

輸
送
市
況
に
関
し
て
は
日
用
品
、

食
品
、
紙
で
は
依
然
と
し
て
需
給
の

タ
イ
ト
さ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
２

月
に
中
国
関
係
の
輸
送
量
が
激
減
し

た
海
上
コ
ン
テ
ナ
も
、
コ
ン
テ
ナ
ヤ

ー
ド
の
混
雑
解
消
で
稼
働
率
が
ア
ッ

プ
し
、
売
上
減
を
カ
バ
ー
し
た
う

え
、
「
中
国
の
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い

た
３
月
以
降
、
東
京
港
の
オ
ー
ダ
ー

は
旺
盛
。
３
月
は
良
い
売
上
で
終
わ

り
そ
う
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
前
の
需
給
の
ひ

っ
迫
感
が
緩
和
さ
れ
、
「
一
時
的
に

需
給
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
」
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○
…
「
現
下
の
世
界
的
な
経
済

危
機
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
過
去
に

例
の
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
に
な

る
と
思
わ
れ
、
事
態
が
収
束
し
て

も
世
界
経
済
が
完
全
に
回
復
す
る

ま
で
に
か
な
り
の
年
月
が
必
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
社

会
生
活
に
お
け
る
多
く
の
革
新
が

進
む
格
好
の
機
会
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
す
の
は
鴻
池
運
輸
の
鴻

池
忠
彦
社
長
。
１
日
に
開
か
れ
た

入
社
式
の
訓
示
で
の
ひ
と
こ
と
。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
一
気
に
浸
透
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
よ
り
効
率

的
、
合
理
的
で
生
産
性
の
高
い
働

き
方
の
導
入
が
加
速
す
る
と
、
個

人
の
能
力
や
成
果
が
明
確
に
問
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
己
研
鑽
の

努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
生
き
残
れ

な
い
時
代
に
な
っ
て
い
く
」
と
語

っ
た
。

○
…
「
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、

我
々
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る

が
、
生
活
必
需
品
を
世
の
中
に
行

き
渡
ら
せ
る
物
流
を
止
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
我
々
に
は
、
非

常
時
に
お
い
て
も
考
え
抜
い
て
リ

ス
ク
に
対
処
し
な
が
ら
、
人
々

の
生
活
を
支
え
る
社
会
的
使
命
が

あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
は
、
鈴
与

の
鈴
木
健
一
郎
社
長
が
１
日
付

で
、
２
０
２
０
年
度
の
新
入
社
員

に
対
す
る
訓
示
と
し
て
述
べ
た
も

の
。
鈴
木
社
長
は
「
我
々
は
、
経

営
の
拠
り
所
で
あ
る
『
共
生
（
と

も
い
き
）
』
の
精
神
に
則
り
、
従

業
員
同
士
、
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
会

社
同
士
が
力
を
合
わ
せ
て
、
お
客

様
、
そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
社
会

を
、
こ
の
非
常
時
に
お
い
て
も
支

え
続
け
て
い
く
。
新
入
社
員
の

皆
さ
ん
に
も
、
そ
の
力
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

○
…
「
自
動
車
、
家
電
、
住
設

が
落
ち
て
く
る
と
ケ
ミ
カ
ル
に
も

波
及
す
る
が
、
幸
い
に
し
て
現
状

で
は
荷
動
き
に
変
化
は
見
ら
れ
な

い
」
と
話
す
の
は
、
エ
ヌ
ア
イ
ケ

ミ
カ
ル
の
坂
本
雅
生
社
長
。
タ
ン

ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
の
現
況
に
つ

い
て
。
タ
ン
ク
の
需
要
は
引
き
続

き
旺
盛
で
、
「
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら

れ
る
た
め
、
事
業
拡
大
や
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
向
け
、
同
業
他
社
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
協
業
に
取

り
組
み
た
い
」と
強
調
。「
当
社
は

全
タ
ン
ク
が
稼
働
し
て
い
る
が
、

何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時

の
た
め
に
バ
ッ
フ
ァ
の
タ
ン
ク
を

常
時
１
基
用
意
し
て
い
る
タ
ン
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
も
あ
る
。
数
社
が
提

携
し
、
持
ち
回
り
で
バ
ッ
フ
ァ
の

タ
ン
ク
を
１
基
用
意
す
る
―
―
と

い
う
提
携
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
」
と
語
っ
た
。

自
己
研
鑽
の
努
力
を

共
生
（
と
も
い
き
）
の
精
神
で 鈴木　健一郎さん

鴻池　忠彦さん

同
業
他
社
と
協
業
を

坂本　雅生さん



カーゴニュース 2020年（令和２年）４月９日　第４８５３号（第３種郵便物認可）

−5−

（
業
界
関
係
者
）
面
も
あ
る
。
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
や
定
着
に

向
け
た
処
遇
改
善
に
は
、
運
賃
水
準

の
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ
な
い
が
、
「
運

賃
の
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
は
維
持
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
今
後
、
お
の
ず
と
上

昇
し
て
い
く
か
と
い
う
と
厳
し
い
」

（
同
）
と
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
運
賃
水
準
は
な
ん

と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協

同
組
合
連
合
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
９

割
弱
が
「
現
行
の
運
賃
が
低
い
」
と

回
答
し
て
い
る
な
ど
依
然
と
し
て
是

正
が
必
要
な
水
準
に
あ
る
。
現
在
、

運
輸
審
議
会
で
審
議
中
の
「
標
準
的

運
賃
」
は
一
部
で
は
「
高
す
ぎ
る
」

と
の
意
見
も
あ
る
が
、
運
賃
水
準
引

き
上
げ
の
“
目
標
”
と
し
て
期
待
も

大
き
い
。

■

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
坂
本
克

己
会
長
）
で
は
、
道
路
問
題
へ
の
対

応
を
推
進
す
る
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
１
日
付
で
、
企
画
部
に
「
道
路

企
画
室
」
を
新
設
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改
革
の
実
現

に
は
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
し
た

道
路
整
備
お
よ
び
大
型
車
両
に
対
応

し
た
道
路
網
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
道
路
関
係
対
策
の
推

進
体
制
を
整
え
、
関
係
当
局
へ
の
要

望
活
動
を
さ
ら
に
強
力
に
推
し
進
め

て
い
く
。

「
道
路
問
題
へ
の
対
応
」
が

重
点
取
り
組
み
に

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
が
深
刻
化
し
、
働
き
方
改

革
法
に
よ
り
２
０
２
４
年
４
月
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
時
間
外

労
働
に
つ
い
て
罰
則
付
き
の
上
限
規

制
が
導
入
さ
れ
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
安
定
的
な
輸
送
力

を
供
給
す
る
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
を
改
善
し
、
担
い
手
を
確

保
す
る
こ
と
に
加
え
、
車
両
の
大
型

化
を
は
じ
め
と
し
た
輸
送
効
率
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
カ
ギ
と
な
る
の
が
道
路
整
備

道
路
問
題
対
応
で
「
道
路
企
画
室
」
新
設

関
係
当
局
へ
の
要
望
活
動
を
強
力
推
進

全ト協
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
と
、
３
月
の
景
気

Ｄ
Ｉ
は
前
月
比
６
・
２
pt
減
の
32
・
５
と
な
り
過

去
最
大
の
下
落
幅
と
な
っ
た
。
調
査
開
始
以

降
、
初
め
て
全
10
業
界
51
業
種
が
悪
化
。
今
後

は
海
外
動
向
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
不

確
実
性
は
高
ま
り
、
後
退
が
続
く
と
み
ら
れ
て

い
る
。

「
運
輸
・
倉
庫
」
の
景
気
Ｄ
Ｉ
は
27
・
７
で
１

月
の
39
・
５
、
２
月
の
34
・
０
か
ら
さ
ら
に
落
ち

込
ん
だ
。
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
で
は
「
中
国

か
ら
の
輸
入
品
の
帰
り
便
の
荷
量
が
減
っ
て
い

る
」「
首
都
圏
向
け
の
県
産
米
の
出
荷
は
極
端
に

増
え
て
い
る
」
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
「
夏
場
に
向
か
っ
て
酒

類
・
清
涼
飲
料
の
需
要
回
復
が
あ
る
程
度
見
込

め
る
」
（
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
）
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
が
、
「
コ
ロ
ナ
終
息
の
予
想
が
つ

か
な
い
」
（
港
湾
運
送
）
、
「
コ
ロ
ナ
の
影
響

は
当
分
続
く
と
予
想
さ
れ
る
」
（
冷
蔵
倉
庫
）

と
の
声
も
あ
っ
た
。

「
運
輸
・
倉
庫
」
の
景
気
Ｄ
Ｉ
は
27
・
７

帝
国
デ
ー
タ
　
「
終
息
の
予
測
が
つ
か
な
い
」
と
も
　

道路整備が働き方改革のカギに



で
、
と
り
わ
け
大
型
車
が
誘
導
車
や

時
間
の
制
限
な
く
、
高
速
で
走
行
で

き
る
道
路
網
の
整
備
が
輸
送
効
率
の

向
上
に
は
不
可
欠
と
な
る
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
全
ト
協
で
は
２
０
２

０
年
度
の
事
業
計
画
に
お
い
て
、

「
働
き
方
改
革
の
完
遂
」
と
「
人
材

確
保
へ
の
対
応
」
を
最
大
の
課
題
と

位
置
づ
け
た
う
え
で
、
「
改
正
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
へ
の
対
応
」
と

「
道
路
問
題
へ
の
対
応
」
を
重
点
取

り
組
み
に
挙
げ
た
。

具
体
的
に
は
、
道
路
関
係
対
策
へ

の
注
力
推
進
に
向
け
、
①
推
進
体
制

の
整
備
（
常
任
委
員
会
の
設
置
等
）

②
重
要
物
流
道
路
の
強
化
に
向
け
た

国
お
よ
び
道
路
関
係
団
体
と
の
連
携

③
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
に
向
け

た
対
策
の
推
進
―
―
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
、
１
日
付
で
企
画
部
に
「
道

路
企
画
室
」
を
新
設
。
同
室
は
３
人

体
制
で
、
６
月
の
総
会
以
降
に
設
置

予
定
の
常
任
委
員
会
（
仮
）
の
事
務

局
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

従
来
は
、
道
路
整
備
や
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す

い
高
速
道
路
料
金
の
実
現
に
向
け
た

要
望
活
動
は
企
画
部
が
担
当
し
、
特

殊
車
両
通
行
許
可
制
度
の
改
善
に
か

か
る
要
望
に
つ
い
て
は
輸
送
事
業
部

が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
て
い

た
。
輸
送
事
業
部
が
所
管
す
る
12の

部
会
の
う
ち
、
特
殊
車
両
の
運
行
と

密
接
に
か
か
わ
る
重
量
部
会
、
鉄
鋼

部
会
、
鉄
骨
・
橋
梁
部
会
の
３
部
会

の
所
管
を
道
路
企
画
室
に
移
管
し
、

同
室
で
道
路
問
題
全
般
を
カ
バ
ー
し

て
い
く
体
制
と
す
る
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
い
て
高
速
道

路
を
利
用
す
る
こ
と
は
輸
送
時
間
を

短
縮
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
負

荷
を
軽
減
で
き
る
ほ
か
、
高
速
道
路

に
設
置
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
活
用

は
改
善
基
準
告
示
の
遵
守
に
も
寄
与

す
る
。
定
時
性
の
向
上
に
よ
り
、

「
遅
延
を
防
ぐ
た
め
に
早
く
出
発
し

て
納
品
先
で
待
機
す
る
」
と
い
っ
た

非
効
率
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
、
高

速
道
路
等
の
整
備
や
利
用
促
進
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
い
料
金
制
度
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
物
流
上
、
重
要
な

道
路
輸
送
網
と
し
て
機
能
強
化
、
重

点
支
援
を
行
う
「
重
要
物
流
道
路
」

の
整
備
拡
充
の
ほ
か
、
高
速
道
路
で

休
憩
施
設
同
士
の
間
隔
が
離
れ
て
い

る
区
間
で
の
一
時
退
出
を
可
能
と
す

る
「
賢
い
料
金
」
の
充
実
、
特
殊
車

両
通
行
許
可
制
度
の
改
善
・
見
直
し

に
よ
る
、
許
可
の
迅
速
化
や
手
続
き

の
軽
減
な
ど
が
重
点
テ
ー
マ
と
な
っ

て
お
り
、
全
ト
協
で
は
、
道
路
の
積

極
的
な
活
用
に
向
け
た
諸
施
策
の
実

現
に
向
け
要
望
活
動
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
。

■
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ア
サ
ヒ
ロ
ジ
（
本
社
・
東
京
都
港

区
、
柴
田
和
憲
社
長
）
は
１
日
、
神

奈
川
県
愛
川
町
に
新
た
な
物
流
拠
点

と
し
て
同
社
最
大
規
模
の
「
東
京
支

社
厚
木
支
店
」
を
開
設
し
た
。
同
支

店
は
野
村
不
動
産
が
開
発
し
た

Landport厚
木
愛
川
町
の
１
・
２
階

と
５
階
に
入
居
。
１
・
２
階
は
ア
サ

ヒ
飲
料
の
配
送
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活

用
し
、
５
階
で
は
一
般
貨
物
を
取
り

扱
う
。

開
設
に
先
立
ち
３
月
26
日
に
開
所

式
を
開
催
。
挨
拶
に
立
っ
た
柴
田
社

長
は
「
こ
の
度
開
設
し
た
新
厚
木

支
店
は
、
緑
が
丘
に
所
在
し
た
旧

厚
木
支
店
か
ら
こ
こ
愛
川
町
に
移

転
し
、
相
模
原
支
店
（
ア
サ
ヒ
飲

料
相
模
原
Ｄ
Ｃ
）
の
機
能
を
統
合

す
る
も
の
と
な
る
」
と
述
べ
、

「
ア
サ
ヒ
飲
料
製
品
の
保
管
出
荷

能
力
の
増
強
と
と
も
に
、
一
般
貨

物
の
取
り
扱
い
拡
大
に
向
け
、
西

日
本
か
ら
首
都
圏
に
向
か
う
入
口

拠
点
と
位
置
付
け
た
」
と
新
拠
点

の
意
義
を
説
明
。
「
今
後
は
グ
ル

ー
プ
物
流
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を

も
目
指
す
当
社
最
大
の
拠
点
と
し
て

活
用
し
て
い
く
。
ま
た
、
神
奈
川
は

首
都
圏
内
で
も
脆
弱
な
配
送
エ
リ
ア

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
社
共
配
基
盤

を
固
め
、
貨
物
集
積
の
拠
点
と
す

神
奈
川
・
厚
木
に
最
大
規
模
の
拠
点
開
設

ア
サ
ヒ
飲
料
Ｄ
Ｃ
と
一
般
貨
物
で
活
用

アサヒロジ

新拠点「厚木支店」の外観
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る
」
と
強
調
し
た
。
加
え
て
柴
田
社

長
は
「
売
り
上
げ
規
模
は
２
０
２
０

年
で
は
約
17
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
」
と
明
か
し
、
同
支
店
の
活
用
を

通
じ
、
「
中
期
経
営
計
画
の
目
標
で

あ
る
売
上
高
１
０
０
０
億
円
の
実
現

に
向
け
、
売
り
上
げ
拡
大
を
図
り
、

し
っ
か
り
と
収
益
確
保
を
行
っ
て
い

く
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

同
支
店
は
倉
庫
面
積
約
３
万
１
４

０
０
㎡
。
バ
ー
ス
部
分
は
約
４
５
０

０
㎡
で
約
１
５
０
０
㎡
の
事
務
所
を

併
設
し
、
総
面
積
は
約
３
万
７
４
０

０
㎡
。
総
人
員
70
人
体
制
で
運
営
す

る
。圏

央
道
・
相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
か
ら

約
３
・
６
㎞
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
・
原
当

麻
駅
か
ら
約
４
・
４
㎞
に
位
置
し
て

お
り
、
横
浜
エ
リ
ア
や
首
都
圏
を
は

じ
め
、
東
名
・
中
央
・
関
越
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
て
い
る
。

■

挨拶する柴田社長

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
本
社
・
大

阪
市
中
央
区
、
豊
田
喜
久
夫
会
長
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
は
１
日
付
で
、
京
都
市
南
区

で
低
温
物
流
事
業
を
展
開
す
る
桂
通

商
（
山
田
有
暉
朗
会
長
）
の
株
式
の

90
％
を
取
得
し
て
子
会
社
化
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
残
り
株
式
10
％
は

山
田
氏
が
保
有
す
る
。

桂
通
商
は
西
日
本
を
中
心
に
低
温

輸
送
に
強
み
を
持
ち
、
運
送
お
よ
び

倉
庫
事
業
を
展
開
す
る
。
２
０
１
９

年
８
月
期
の
売
上
高
は
35
億
６
１
０

０
万
円
、
従
業
員
数
は
１
３
０
人
。

車
両
台
数
は
84
台
で
、
主
な
倉
庫
施

設
は
京
都
物
流
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市

南
区
）
と
西
脇
物
流
セ
ン
タ
ー
（
兵

庫
県
西
脇
市
）
の
２
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。
低
温
分
野
の
中
で
も
青
果
物

輸
送
に
ノ
ウ
ハ
ウ
と
実
績
を
持
ち
、

自
社
の
車
両
や
倉
庫
を
活
用
し
て
産

地
か
ら
市
場
お
よ
び
小
売
店
舗
へ
の

物
流
体
制
を
構
築
。
ま
た
、
西
脇
物

流
セ
ン
タ
ー
は
延
床
面
積
約
４
万
㎡

の
大
型
拠
点
で
、
日
用
生
活
雑
貨
品

の
西
日
本
地
域
向
け
ハ
ブ
倉
庫
と
し

て
稼
働
し
て
い
る
。


エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
物
流
カ
ン

パ
ニ
ー
は
売
上
高
６
３
３
億
１
８
０

０
万
円
（
19
年
３
月
期
）
で
、
従
業

員
数
３
４
０
０
人
、
車
両
台
数
２
０

０
０
台
、
全
国
の
物
流
拠
点
数
は
92

ヵ
所
に
上
る
。
主
な
グ
ル
ー
プ
会
社

は
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物
流
、
東
日

本
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物
流
、
西
日

本
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物
流
な
ど
。

高
圧
ガ
ス
の
輸
送
を
は
じ
め
、
一
般

貨
物
や
低
温
物
流
、
３
Ｐ
Ｌ
事
業
、

自
社
グ
ル
ー
プ
で
の
ト
ラ
ッ
ク
ボ
デ

ィ
ー
の
開
発
・
製
造
ま
で
担
う
総
合

物
流
事
業
を
展
開
す
る
。

桂
通
商
の
子
会
社
化
で
西
日
本
地

域
の
物
流
事
業
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ

全
体
で
進
め
る
物
流
効
率
化
に
も

「
大
い
に
寄
与
す
る
」
（
同
社
）
と

の
考
え
。
と
く
に
桂
通
商
が
強
み
を

持
つ
青
果
物
輸
送
で
は
エ
ア
・
ウ
ォ

ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
の
農
業
・
食
品
事

業
と
連
携
し
、
新
事
業
の
創
出
に
も

取
り
組
む
。

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
は
「
労
働

人
口
が
減
少
し
て
人
手
不
足
が
よ
り

深
刻
化
す
る
一
方
、
物
流
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
は
堅
調
に
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
全
て
の
事
業
推
進
に
お
い
て
物

流
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
と

予
想
さ
れ
る
。
当
社
の
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
多
彩
な
経
営
資
源
に
、
桂

通
商
が
有
す
る
機
動
力
と
西
日
本
に

お
け
る
イ
ン
フ
ラ
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
新
た
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

■

京
都
の
低
温
物
流
会
社
・
桂
通
商
を
買
収

青
果
物
輸
送
な
ど
で
新
事
業
創
出
も

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
情
報
発
信
中
! !

フ
ォ
ロ
ー
・
Ｒ
Ｔ
歓
迎

ア
カ
ウ
ン
ト
は
c
a
r
g
o
＿
N
E
W
S
で
す
。
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
せ
い
で
３

月
、
４
月
は
い
ろ
い
ろ
な
会
議
、

研
究
会
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
す
べ

て
中
止
。
年
金
だ
け
が
頼
り
で

す
。
で
も
、
懸
案
の
「
絹
街
道
と

横
浜
線
」
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
上

げ
ま
し
た
。
ま
あ
、
専
門
書
の
翻

訳
み
た
い
な
も
の
で
す
が
。
外
国

の
人
が
英
語
で
何
か
話
し
て
い
る

の
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
を

見
ま
す
が
、
そ
こ
に
「
覆
水
盆
に

戻
ら
ず
」
と
か
「
二
兎
追
う
も
の

は
一
兎
も
得
ず
」
な
ど
と
出
て
く

る
。
達
者
な
翻
訳
者
で
す
。
「
向

こ
う
に
も
こ
う
い
う
格
言
が
あ
る

の
か
」
と
言
っ
た
人
が
い
た
。
ま

あ
、
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
一
世
を

風
靡
し
た
エ
レ
キ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
と
い
う
バ
ン
ド
が
あ
り
ま
し

た
。
彼
ら
の
初
ヒ
ッ
ト
は
「
W
alk

don'trun」
、
こ
れ
が
日
本
語
タ
イ

ト
ル
で
は
「
急
が
ば
回
れ
」
で
し

た
。
私
な
ら
「
あ
わ
て
る
乞
食
は

貰
い
が
少
な
い
」
に
す
る
（
こ
れ

で
は
タ
イ
ト
ル
に
は
な
ら
な
い

か
）
。
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
シ
リ
ー
ズ

で
コ
ロ
ン
ボ
警
部
（
本
当
は
警
部

で
は
な
く
警
部
補
ら
し
い
）
は

「
ホ
ト
ケ
さ
ん
が
ね
え
」
と
言

う
。
ア
メ
リ
カ
で
ホ
ト
ケ
さ
ん
も

な
い
だ
ろ
う
が
実
に
的
確
な
訳
で

す
。
と
こ
ろ
で
人
気
番
組
の
「
チ

コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
」
で
は
５

歳
の
チ
コ
ち
ゃ
ん
が
出
演
者
に
対

し
て
「
ボ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね

ー
よ
」
と
怒
る
の
で
す
が
、
こ
の

「
ボ
ー
っ
と
…
」
は
英
語
で
何
と
い

う
の
か
。
「
D
on'tsleepthrough

life」
で
す
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
の
画

面
に
出
て
く
る
。
ま
あ
、
外
国
語
の

翻
訳
は
難
し
い
。
直
訳
で
な
く
、
的

確
な
格
言
な
ど
を
使
う
と
お
も
し
ろ

い
。
そ
う
言
え
ば
、
昔
、
ア
メ
リ
カ

に
行
っ
て
「
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
近

い
国
だ
。
日
本
は
コ
メ
の
国
で
ア
メ

リ
カ
は
米
国
だ
」
と
言
っ
た
偉
い
人

が
い
た
。
通
訳
は
ど
う
訳
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
時
は
「
省

略
」
を
使
う
。
直
訳
は
ダ
メ
。

過
日
、
国
交
省
は
前
か
ら
言
っ

て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

“
標
準
的
運
賃
”
の
「
原
案
」
な

る
も
の
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
紙

３
月
３
日
に
出
て
い
た
。
そ
れ
を
大

手
専
門
商
社
の
会
長
さ
ん
に
見
せ

て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
「
難

し
い
ね
。
委
託
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の

車
種
、
距
離
、
時
間
な
ど
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
割
増
だ
の
時
間
超
過

だ
の
、
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ
て

運
賃
を
出
す
の
だ
ろ
う
が
、
我
々

に
は
理
解
し
が
た
い
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
つ
い
で
に
「
我
々
の

よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
業
に
委
託
す
る

側
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
翻
訳
し

た
も
の
を
見
て
み
た
い
よ
」
と
も

言
っ
て
い
ま
し
た
。
考
え
て
み
る

と
運
輸
側
か
ら
言
う
な
ら
難
し
い

も
の
で
は
な
い
。
常
識
的
で
あ

り
、
上
手
に
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
使
っ
て

運
賃
ア
ッ
プ
交
渉
を
す
る
な
ら
荷

主
の
所
へ
行
っ
て
も
、
こ
の
標
準

運
賃
表
の
説
明
に
時
間
が
と
ら
れ

る
。
運
輸
側
の
常
識
で
あ
っ
て
も

そ
れ
は
荷
主
側
の
理
解
不
能
で
あ

る
場
合
も
多
い
の
で
し
ょ
う
。
郵

便
で
も
宅
急
便
で
も
郵
便
局
や
コ

ン
ビ
ニ
に
持
ち
込
む
と
大
き
さ
、

重
さ
を
は
か
り
、
地
域
表
を
見
て

料
金
が
「
こ
う
だ
」
と
言
わ
れ

る
。
出
す
側
に
は
全
く
わ
か
ら
な

い
話
で
言
わ
れ
た
ま
ま
お
金
を
払

う
以
外
に
な
い
。
個
人
は
仕
様
が

な
い
け
れ
ど
も
荷
主
が
企
業
の
場

合
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
国
交
省

が
標
準
運
賃
表
を
作
っ
た
な
ら
、

次
は
業
界
が
こ
の
運
賃
表
の
荷
主

向
け
の
解
説
を
作
る
の
か
。
運
賃

の
基
本
は
距
離
時
間
を
加
え
た

「
重
量
制
」
で
し
ょ
う
が
、
荷
主
の

頭
に
は
潜
在
的
に
「
従
価
制
」
が
あ

る
。
こ
こ
に
翻
訳
の
必
要
が
あ
る
。

ま
あ
、
荷
主
が
理
解
で
き
な
く
て
も

か
ま
わ
な
い
と
言
う
な
ら
別
で
す

が
、
荷
主
に
わ
か
る
よ
う
な
翻
訳
書

を
作
る
べ
き
か
も
。
そ
れ
は
各
ト
ラ

ッ
ク
業
が
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
と
い

う
こ
と
か
。
私
は
若
い
頃
、
翻
訳
商

売
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
■

中
田  

信
哉

　（
神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
）

「
ボ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
」

244

人
寂
し
優
し
怖
ろ
し
春
の
暮
れ

耕
衣
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北
海
道
運
輸
局
は
３
月
31
日
、
ヤ

マ
ト
運
輸
（
本
社
・
東
京
都
中
央

区
、
栗
栖
利
蔵
社
長
）
と
占
冠
村
が

実
施
す
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
制

度
（
村
営
バ
ス
）
を
活
用
し
た
貨
客

混
載
輸
送
を
物
流
総
合
効
率
化
法
に

基
づ
く
総
合
効
率
化
計
画
と
し
て
認

定
し
た
。
市
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る

自
家
用
車
有
償
輸
送
で
の
貨
客
混
載

は
北
海
道
で
は
初
め
て
の
認
定
事
例

と
な
る
。

ヤ
マ
ト
は
占
冠
村
エ
リ
ア
で
の
安

定
的
な
宅
配
サ
ー
ビ
ス
維
持
を
図
る

た
め
輸
送
の
効
率
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
一
方
、
占
冠
村
は
村
営
バ

ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
１
日
平
均

29
人
の
利
用
に
と
ど
ま
る
な
ど
収
益

性
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
村
営
バ
ス
の
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
、
宅
配
貨
物
の
貨
客
混
載

輸
送
を
実
施
す
る

こ
と
で
双
方
の
課

題
解
決
を
図
る
こ

と
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
ヤ
マ

ト
は
同
社
ふ
ら
の

セ
ン
タ
ー
か
ら
占

冠
村
の
各
集
配
先

へ
午
前
と
午
後
に

各
１
便
を
運
行
し

て
い
た
が
、
村
営

バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
午
後
便

の
ト
ラ
ッ
ク
１
台

分
の
幹
線
輸
送
部

分
を
貨
客
混
載
輸

送
に
転
換
。
そ
れ

に
よ
り
ド
ラ
イ
バ

ー
運
転
時
間
を
年

間
１
０
２
２
時
間

削
減
し
、
従
来
比
31
・
１
％
減
の
省

力
化
を
実
現
す
る
。
環
境
面
で
は
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
年
間
約
１
・
６
ｔ
削

減
（
19
・
１
％
減
）
す
る
。

■

村
営
バ
ス
の
貨
客
混
載
を
初
認
定

ヤ
マ
ト
と
自
治
体
連
携
、
宅
配
便
を
効
率
化

北
海
道
運
輸
局

宅配と村営バスの連携スキーム
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日
本
郵
便
（
本
社
・
東
京
都
千
代

田
区
、
衣
川
和
秀
社
長
）
は
３
月
31

日
、
２
０
２
０
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
総
務
大
臣
か
ら
認
可
を
受
け

た
。
20
年
度
の
収
支
予
算
は
、
営
業

収
益
が
２
兆
９
９
２
８
億
円
、
営
業

利
益
が
４
８
７
億
円
、
経
常
利
益
が

５
１
８
億
円
、
当
期
純
利
益
が
２
１

９
億
円
の
計
画
。
営
業
収
益
の
う
ち

郵
便
業
務
収
入
が
１
兆
３
２
９
１
億

円
、
物
流
を
含
む
そ
の
他
営
業
収
益

が
７
６
３
４
億
円
を
見
込
む
。

20
年
度
は
、
物
流
事
業
を
中
心
に

先
端
技
術
の
活
用
に
注
力
す
る
。
Ｅ

物
流
事
業
で
先
端
技
術
活
用
を
推
進

日
本
郵
便
／
20
年
度
事
業
計
画

ヤ
マ
ト
運
輸
（
本
社
・
東
京
都
中

央
区
、
栗
栖
利
蔵
社
長
）
の
３
月
の

宅
急
便
取
扱
個
数
は
前
年
同
月
比

３
・
９
％
増
の
１
億
４
８
９
９
万
１

３
４
９
個
と
な
っ
た
。
内
訳
は
「
宅

急
便
お
よ
び
宅
急
便
コ
ン
パ
ク
ト
」

が
２
・
１
％
増
の
１
億
３
１
８
７
万

７
３
１
個
、
「
ネ
コ
ポ
ス
」
が
20
・

９
％
増
の
１
７
１
２
万
６
１
８
個
だ

っ
た
。

今
期
の
累
計
（
２
０
１
９
年
４
月

～
20
年
３
月
）
は
前
年
比
０
・
２
％

減
の
17
億
９
９
９
２
万
２
４
２
０
個

と
な
り
、
年
度
累
計
の
取
扱
個
数
は

前
年
度
を
下
回
っ
た
。
内
訳
は
宅
急

便
・
宅
急
便
コ
ン
パ
ク
ト
が
16
億
２

７
３
３
万
２
６
５
６
個
（
２
・
５
％

減
）
、
ネ
コ
ポ
ス
が
１
億
７
２
５
８

万
９
７
６
４
個
（
27
・
６
％
増
）
。

ま
た
、
ク
ロ
ネ
コ
Ｄ
Ｍ
便
の
２
月

実
績
は
、
23
・
８
％
減
の
７
２
６
３

万
９
９
３
９
冊
で
、
今
期
累
計
は

18
・
５
％
減
の
９
億
８
７
２
４
万
２

６
７
２
冊
と
な
っ
た
。
　
　
　
■

３
・
９
％
増
の
１
億
４
８
９
９
万
個

年
度
累
計
で
は
前
年
割
れ
が
確
定

３
月
の
宅
急
便

日
本
郵
便
（
本
社
・
東
京
都
千
代

田
区
、
衣
川
和
秀
社
長
）
の
２
月
の

郵
便
・
荷
物
実
績
は
総
計
で
前
年
同

月
比
１
・
９
％
減
の
14
億
５
８
１
６

万
２
千
通
（
個
）
と
な
っ
た
。
郵
便

は
前
年
実
績
を
下
回
っ
た
が
、
荷
物

の
う
ち
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
は
13
・
２
％

増
と
前
年
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
な

お
、
１
月
の
平
日
日
数
は
前
年
同
月

よ
り
１
日
少
な
い
18
日
だ
っ
た
。

郵
便
物
の
実
績
は
３
・
４
％
減
の

10
億
７
０
５
８
万
６
千
通
で
、
う
ち

内
国
郵
便
は
３
・
４
％
減
の
10
億
６

７
０
８
万
６
千
通
。
第
１
種
は
３
・

５
％
減
、
第
２
種
も
３
・
２
％
減
だ

っ
た
。
ま
た
、
国
際
郵
便
（
差
立
）

は
14
・
６
％
増
の
３
５
０
万
通
で
、

う
ち
小
包
は
14
・
８
％
増
の
23
万
８

千
個
、
国
際
ス
ピ
ー
ド
郵
便
（
Ｅ
Ｍ

Ｓ
）
は
33
・
５
％
増
の
１
４
３
万
６

千
通
。

荷
物
は
全
体
で
２
・
４
％
増
の
３

億
８
７
５
７
万
６
千
個
（
冊
）
と
な

っ
た
。
内
訳
は
ゆ
う
パ
ッ
ク
が
13
・

２
％
増
の
７
６
８
５
万
７
千
個
で
、

ゆ
う
メ
ー
ル
が
前
年
比
増
減
な
し
の

３
億
１
０
７
１
万
９
千
冊
。
ゆ
う
パ

ッ
ク
の
う
ち
「
ゆ
う
パ
ケ
ッ
ト
」
は

22
・
６
％
増
の
３
６
０
９
万
２
千
個

（
内
数
）
と
な
っ
た
。

今
期
の
累
計
（
19
年
４
月
～
20
年

２
月
）
で
は
、
郵
便
・
荷
物
全
体
で

前
年
同
期
比
０
・
９
％
減
の
１
７
５

億
８
９
４
５
万
５
千
通
（
個
）
。
こ

の
う
ち
郵
便
物
は
０
・
９
％
減
の
１

３
４
億
６
５
４
３
万
通
、
荷
物
は

０
・
８
％
減
の
41
億
２
４
０
２
万
５

千
個
（
冊
）
。
荷
物
の
う
ち
、
ゆ
う

パ
ッ
ク
は
２
・
３
％
増
の
８
億
８
５

６
６
万
個
、
ゆ
う
メ
ー
ル
は
１
・

６
％
減
の
32
億
３
８
３
６
万
５
千

冊
。
ゆ
う
パ
ッ
ク
の
う
ち
「
ゆ
う
パ

ケ
ッ
ト
」
は
19
・
０
％
増
の
３
億
８

５
６
０
万
１
千
個
（
内
数
）
。
■

ゆ
う
パ
ッ
ク
13
％
増
の
７
６
８
５
万
個

２
月
の
郵
便
・
荷
物
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Ｃ
市
場
の
拡
大
に
伴
い
、
先
端
技
術

に
よ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
系
の
見

直
し
や
生
産
性
向
上
が
不
可
欠
と
の

認
識
の
も
と
、
「
郵
便
窓
口
に
お
け

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
局
の

拡
大
」
「
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
活
用

し
た
安
全
推
進
や
業
務
適
正
化
、
区

画
・
道
順
の
見
直
し
」
「
荷
物
の
ル

ー
テ
ィ
ン
グ
、
ト
レ
ー
ス
、
電
子
サ

イ
ン
な
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

を
活
用
し
た
集
配
業
務
の
効
率
化
」

「
音
声
認
識
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
再
配

達
依
頼
受
付
の
本
格
展
開
」
を
進
め

る
。
ま
た
、
中
長
期
で
は
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
の
導
入
（
自
動
搬
送
車
な
ど
）

や
配
送
効
率
化
（
ド
ロ
ー
ン
や
配
送

ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
運
転
な
ど
）
に
つ

い
て
も
、
将
来
的
な
実
用
化
に
向
け

て
試
行
・
実
験
を
進
め
て
い
く
。

ゆ
う
パ
ッ
ク
な
ど
の
国
内
物
流
業

務
で
は
、
小
型
荷
物
の
需
要
拡
大
を

受
け
て
、
課
題
解
決
型
の
営
業
に
よ

り
収
益
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
や
コ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
不
在
再
配
達
の
削
減
に

向
け
、
「
置
き
配
」
の
普
及
・
拡
大

に
も
取
り
組
む
。

ト
ー
ル
社
を
中
心
と
し
た
国
際
物

流
業
務
で
は
、
「
豪
州
経
済
の
減
速

や
米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
の
影
響
で
、

事
業
環
境
は
大
変
厳
し
い
」
と
の
認

識
を
示
し
た
上
で
、
今
年
１
月
に
就

任
し
た
ト
ー
ル
社
の
新
経
営
陣
の
も

と
で
コ
ス
ト
削
減
な
ど
を
徹
底
し
て

い
く
ほ
か
、
エ
ク
ス
プ
レ
ス
事
業
の

収
益
改
善
、
ア
ジ
ア
顧
客
へ
の
営
業

強
化
を
図
る
と
し
て
い
る
。

■

ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
本
社
・
東
京

都
品
川
区
、
曽
根
和
光
社
長
）
は
、
こ
の
20
年

間
で
社
員
数
が
３
倍
に
増
加
し
、
入
社
３
年
後
の

定
着
率
91
％
を
誇
る
。
好
調
な
採
用
の
背
景
に

は
、
若
手
社
員
が
会
社
の
最
重
要
業
務
で
あ
る

「
採
用
」
を
担
う
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
あ

る
と
い
う
。

厚
生
労
働
省
が
２
０
１
８
年
に
発
表
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
高
卒
者
の
39
・
３
％
、
大
卒
者
の

31
・
８
％
が
卒
業
後
３
年
以
内
に
離
職
し
、
物
流

業
界
で
は
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
高
く
、
40
％
程
度

に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
01
年
に
本
格

的
に
新
卒
採
用
を
ス
タ
ー
ト
。
当
初
は
業
界
平

均
以
上
の
77
・
８
％
と
い
う
離
職
率
の
年
も
あ
っ

た
が
、
直
近
の
大
卒
・
高
卒
入
社
３
年
以
内
の
離

職
率
は
８
・
９
％
、
定
着
率
は
91
・
１
％
に
ま
で

向
上
し
た
。

16
年
卒
採
用
か
ら
、
入
社
３
年
目
ま
で
の
若
手

社
員
が
中
心
と
な
っ
て
新
卒
採
用
業
務
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
責
任
感
や
チ
ー
ム
力

を
養
う
こ
と
が
で
き
、
主
に
会
社
説
明
会
を
主

導
し
て
い
る
た
め
、
会
社
に
対
し
て
の
理
解
が

深
ま
り
会
社
へ
の
帰
属
意
識
が
高
ま
る
と
い

う
。

採
用
の
際
に
学
生
と
社
員
が
触
れ
合
う
機
会

を
多
く
つ
く
り
、
大
卒
採
用
で
は
イ
ン
タ
ー
ン

か
ら
内
定
ま
で
の
期
間
に
最
高
で
５
回
、
人
事

部
門
以
外
の
社
員
と
交
流
す
る
時
間
を
設
け

る
。
ま
た
、
入
社
後
は
営
業
所
の
枠
を
超
え
た

交
流
や
、
会
社
を
理
解
す
る
研
修
、
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
る
。

ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
　
 入
社
３
年
後
の
定
着
率
が
91
％

若
手
社
員
が
採
用
を
担
う
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InternationalT
ankContainer

O
rganisation（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
、
国
際
タ

ン
ク
コ
ン
テ
ナ
協
会
）が
取
り
ま
と
め

た
２
０
２
０
年
度
の
「
GLO
BA
L

T
A
N
K
CO
N
T
A
IN
ERSU
RV
EY

（
世
界
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
調
査
）
」

に
よ
る
と
、
今
年
１
月
１
日
時
点
の

全
世
界
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ

基
数
は
前
年
比
７
・
８
％
増
の
65
万

２
３
５
０
基
に
拡
大
し
た
。
13
年
の

調
査
開
始
か
ら
８
年
連
続
の
増
加
と

な
っ
た
が
、
伸
長
率
は
前
年
調
査
時

の
10
・
８
％
増
に
比
べ
て
や
や
鈍
化

し
、
新
造
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
基
数
も

18
年
よ
り
少
な
か
っ
た
。

調
査
書
で
は
、
19
年
に
お
け
る
タ

ン
ク
コ
ン
テ
ナ
基
数
の
成
長
率
鈍
化

の
要
因
を
「
多
岐
に
渡
る
産
業
の
、

世
界
的
な
貿
易
状
況
の
低
下
に
よ
る

影
響
」
と
分
析
。
米
中
貿
易
摩
擦
な

ど
を
背
景
と
し
た
世
界
的
な
輸
出
入

貨
物
の
低
迷
が
、
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ

ビ
ジ
ネ
ス
に
も
響
い
た
と
見
ら
れ

る
。
と
は
い
え
、
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ

の
基
数
そ
の
も
の
は
拡
大
傾
向
を
維

持
し
て
お
り
、
ド
ラ
ム
缶
や
ケ
ミ
カ

ル
タ
ン
カ
ー
か
ら
の
シ
フ
ト
は
引
き

続
き
堅
調
。
加
え
て
、
中
国
で
は
液

体
貨
物
の
国
内
輸
送
用
容
器
と
し
て

タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
の
使
用
が
大
幅
に

増
加
し
続
け
て
い
る
上
、
ア
ジ
ア
域

内
で
も
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
「
力

強
い
成
長
を
保
っ
て
い
る
」
と
し

た
。タ

ン
ク
コ
ン
テ
ナ
稼
働
基
数
の
内

訳
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
所
有
お
よ

び
リ
ー
ス
が
41
万
８
５
０
０
基
（
前

年
比
９
・
６
％
増
）
と
な
り
、
こ
の

う
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
上

位
10
社
が
運
用
す
る
も
の
は
全
体
の

56
％
（
前
年
調
査
で
は
59
％
）
に
当

た
る
23
万
５
０
１
９
基
だ
っ
た
。
主

要
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
動
向
と
し
て
は

蘭
StoltT
ankContainers(Stolt-

N
ielsen)が
４
万
５
０
０
基
（
前
年

比
３
・
４
％
増
）
、独
H
oyerGroup

が
３
万
４
７
０
０
基
（
２
・
４
％

増
）
、蘭
N
ew
port／
Sinochem
が
３

万
２
０
０
０
基
（
０
・
１
％
増
）
、

BertschiGroup（
ス
イ
ス
）
が
２
万

５
０
０
０
基
（
７
・
２
％
増
）
と
堅

調
に
推
移
。
と
く

に
米
Interm
odal

T
ankT
rans-

portは
25
・
９
％

増
の
１
万
７
０
０

０
基
へ
と
基
数

を
伸
ば
し
た
。

リ
ー
ス
会
社

が
所
有
す
る
タ

ン
ク
コ
ン
テ
ナ

基
数
は
30
万
５

６
１
５
基
と
な
り

前
年
比
６
・
８
％

の
増
加
。
上
位

10
社
が
運
用
す

る
基
数
は
全
体

の
79
・
５
％
（
前

年
調
査
は
82
・

０
％
）
に
当
た
る

24
万
２
９
８
４
基

と
な
っ
た
。
リ

ー
ス
会
社
別
に

見
る
と
、
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
の
米

EX
SIFは

６
万

４
０
０
０
基
（
９
・
４
％
増
）
、
仏

EU
RO
T
A
IN
ERは
４
万
８
５
０
０

基
（
１
・
０
％
増
）
、
Seaco

Global（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
４
万
２

０
０
０
基
（
０
・
２
％
減
）
と
続
い

た
。こ
の
ほ
か
、
米
CS
Leasingが
１

万
５
５
０
０
基
（
53
・
１
％
増
）
へ

と
基
数
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、昨
年

EU
RO
T
A
IN
ERの
親
会
社
仏
ER-

M
EW
A
Groupが
子
会
社
化
し
た
Raf-

fles
Leaseも
１
万
５
１
０
０
基
（
31

・
３
％
増
）
に
増
や
し
た
。

化
学
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
荷
主
企

業
が
自
社
で
運
用
す
る
タ
ン
ク
コ
ン

テ
ナ
数
（
自
社
購
入
・
リ
ー
ス
調
達

含
む
）
も
18
万
８
０
１
０
基
（
４
・

３
％
増
）
へ
増
加
し
た
。

一
方
で
、
19
年
の
新
造
タ
ン
ク
コ

ン
テ
ナ
数
は
前
年
比
８
・
４
％
減
の

世
界
の
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
65
万
基
に

８
年
連
続
の
増
加
も
伸
長
率
は
鈍
化

Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
２
０
２
０
年
度
調
査

世界のタンクコンテナ基数の推移（1991年～2019年）
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ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ
本
社

（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、
梅
沢
一

彦
社
長
）
は
１
日
付
の
グ
ル
ー
プ
組

織
変
更
を
発
表
し
た
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
管
轄
し
て
き
た
「
関
西
物
流
セ

ン
タ
ー
」
（
大
阪
市
此
花
区
、
保
管

能
力
約
１
・
６
万
ｔ
）
を
ニ
チ
レ

イ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
西
へ
移
管

し
、
同
社
で
は
「
桜
島
物
流
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
事
業
所
を
新
設
。

「
大
阪
埠
頭
物
流
セ
ン
タ
ー
」

（
同
住
之
江
区
、
約
５
・
６
万
ｔ
）

は
、
こ
れ
ま
で
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
３
・
４
万
ｔ
、
ニ

チ
レ
イ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
西
が

２
・
２
万
ｔ
を
運
用
し
て
き
た
が
、

ニ
チ
レ
イ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
西

の
「
大
阪
埠
頭
物
流
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
統
合
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
西
支
店
を

廃
止
し
た
。

ま
た
、
四
国
ニ
チ
レ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
広
島
ニ
チ
レ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
吸
収

合
併
し
、
商
号
を
中
四
国
ニ
チ
レ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
変
更
し
た
。

■

グ
ル
ー
プ
間
で
関
西
２
拠
点
の
管
轄
を
変
更

ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ロ
ジ
ス
コ
（
本
社
・
東
京

都
大
田
区
、
東
明
彦
社
長
）
は
１

日
、
営
業
機
能
の
強
化
を
目
的
に
、

組
織
体
制
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
」

の
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

部
」
で
は
、
「
フ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｆ
Ｌ
Ｅ
）
機

能
」
と
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
（
Ｐ
Ｍ
）
機
能
」
に
加
え
、
新

た
に
営
業
機
能
を
担
い
、
一
体
的
に

業
務
運
営
を
行
う
。
ま
た
、
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
営
業
へ
の
シ
フ
ト
強
化
を

目
的
に
、「
第
一
営
業
部
」
を
「
第
一

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
」
、
「
第

二
営
業
部
」
を
「
第
二
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
営
業
部
」
へ
名
称
変
更
し
た
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
本
部
」
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
物
流
の
深
堀
・
拡
大
を
目

指
し
、
新
た
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
グ
ル

ー
プ
向
け
営
業
機
能
を
担
う
「
第
二

Ｉ
Ｃ
Ｔ
営
業
部
」
お
よ
び
一
般
市
場

向
け
の
営
業
機
能
を
担
う「
第
三
Ｉ
Ｃ

Ｔ
営
業
部
」
を
新
設
。こ
れ
に
伴
い
、

「
第
一
営
業
部
」
を
「
第
一
Ｉ
Ｃ
Ｔ

営
業
部
」
へ
名
称
変
更
し
た
。
　
■

組
織
変
更
で
営
業
機
能
を
強
化

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ロ
ジ
ス
コ

５
万
４
６
５
０
基
へ
と
縮
小
。
18
年

の
新
造
数
は
前
年
比
23
・
０
％
増
と

大
き
く
伸
ば
し
て
い
た
が
、
世
界
情

勢
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
マ
イ
ナ
ス

に
転
じ
た
。
内
訳
は
リ
ー
ス
会
社
が

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
要
求
に
応
じ
て
購

入
し
た
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、
調

査
書
で
は
、
こ
う
し
た
リ
ー
ス
会
社

の
コ
ン
テ
ナ
が
利
用
可
能
に
な
っ
た

こ
と
で
、
「
自
社
で
タ
ン
ク
コ
ン
テ

ナ
を
保
有
し
な
い
３
Ｐ
Ｌ
・
４
Ｐ
Ｌ

事
業
者
に
よ
る
市
場
参
入
が
増
加
し

て
い
る
」
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

19
年
も
コ
ン
テ
ナ
の
主
要
生
産
地

は
中
国
で
、
各
コ
ン
テ
ナ
メ
ー
カ
ー

の
生
産
状
況
は
最
大
手
の
中
CIM
C

が
２
万
７
０
０
０
基
（
８
・
４
％

減
）
、
中
N
antongT
ankCon-

tainersが
８
５
０
０
基
（
増
減
な

し
）
、
W
elfitO
ddy（
南
ア
フ
リ

カ
）
が
５
１
５
０
基
（
６
・
１
％

増
）
だ
っ
た
が
、
中
Singam
asは

３
５
０
０
基
（
36
・
３
％
減
）
へ
と

減
ら
し
た
。

19
年
の
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
廃
棄
数

は
前
年
と
同
じ
７
０
０
０
基
だ
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

物
流
関
連
の
映
像
制
作
（
会
社
案
内
・
リ
ク
ル
ー
ト
な
ど
）
は
当
社
ま
で

c
a
r
g
o
@
c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.
c
o
.
j
p
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東
洋
ト
ラ
ン
ス
（
本
社
・
東
京
都

中
央
区
、
髙
橋
勲
社
長
）
は
今
月
か

ら
、
シ
ベ
リ
ア
ラ
ン
ド
ブ
リ
ッ
ジ

（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
）
を
活
用
し
た
ロ
シ
ア
・

モ
ス
ク
ワ
お
よ
び
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

向
け
Ｓ
Ｅ
Ａ
＆
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
複
合
混
載

輸
送
サ
ー
ビ
ス
「
M
O
SCO
W
EX
-

PRESS」
に
富
山
発
の
航
路
を
追
加

し
た
。
ス
ペ
ー
ス
が
ひ
っ
迫
す
る
ロ

シ
ア
向
け
航
空
貨
物
の
代
替
輸
送
手

段
と
し
て
取
り
込
み
を
図
る
ほ
か
、

関
西
発
航
路
の
新
規
ル
ー
ト
と
し
て

顧
客
に
提
案
し
、
月
間
20
ｔ
の
取
扱

量
を
目
指
す
。

リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
ウ
ラ
ジ
オ
ま
で

１
日
、
モ
ス
ク
ワ
ま
で
19
日

M
O
SCO
W
EX
PRESSは
東
洋

ト
ラ
ン
ス
が
昨
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
横
浜
発
モ
ス
ク
ワ
向
け
の
海

上
、
鉄
道
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
混

載
輸
送
サ
ー
ビ
ス
。
同
年
11
月
か
ら

は
、
積
載
効
率
の
向
上
を
目
的
に
、

経
由
地
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
向

け
貨
物
を
同
一
コ
ン
テ
ナ
に
混
載
す

る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
て
き

た
。今

回
は
新
た
に
、
従
来
の
横
浜
発

航
路
に
加
え
、
富
山
発
航
路
を
追

加
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
１
日
、

モ
ス
ク
ワ
ま
で
19
日
と
横
浜
発
と
比

べ
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
６
日
短
縮
し

た
（
輸
入
通
関
の
所
要
時
間
は
除

く
）
。
ま
た
、
鉄
道
を
利
用
し
な
い

海
上
輸
送
の
み
と
比
較
し
て
も
輸
送

日
数
は
３
分
の
１
程
度
で
、
運
賃
は

航
空
輸
送
の
５
分
の
１
以
下
と
な
っ

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
ロ
シ
ア
向
け
航
空
貨
物
の
ス
ペ

ー
ス
が
ひ
っ
迫
し
、
運
賃
の
高
騰
が

続
い
て
い
る
中
、
航
空
輸
送
の
代
替

輸
送
と
し
て
期
待
で
き
る
た
め
、
主

に
関
西
エ
リ
ア
発
の
顧
客
を
中
心
に

提
案
し
て
い
く
と
い
う
。

髙
橋
社
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
で
ロ
シ
ア
向
け
の
航
空
便
が

ほ
ぼ
運
航
停
止
と
な
り
、
貨
物
を
輸

送
で
き
な
く
て
困
っ
て
い
る
お
客
様

が
た
く
さ
ん
い
る
。
輸
送
日
数
も
か

な
り
短
い
た
め
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
語
る
。

輸
送
ス
キ
ー
ム
は
富
山
港
を
隔
週

で
出
発
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
Ｃ
Ｆ

Ｓ
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
向
け
と
モ
ス

ク
ワ
向
け
貨
物
を
デ
バ
ン
す
る
。
輸

入
通
関
は
東
洋
ト
ラ
ン
ス
の
現
地
法

人
で
ラ
イ
セ
ン
ス
を
保
有
し
て
い
る

Ｔ
Ｂ
　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
の

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
支
店
が
行
う
こ
と

も
可
能
で
、
従
来
は
モ
ス
ク
ワ
向
け

の
全
て
の
貨
物
の
通
関
が
終
了
し
な

い
と
出
発
で
き
な
か
っ
た
が
、
ロ
シ

ア
側
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
コ
ロ
ー
ド
に

よ
り
、
通
関
が
切
れ
た
も
の
か
ら
最

速
で
コ
ン
テ
ナ
に
積
載
し
、
輸
送
で

き
る
体
制
を
構
築
し
た
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
モ
ス
ク
ワ

近
郊
の
シ
リ
カ
ー
ト
ナ
ヤ
駅
ま
で
の

鉄
道
輸
送
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
Ｆ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
を

活
用
し
、同
駅
近
隣
の
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
社
の
Ｃ
Ｆ
Ｓ
（
コ
ン
テ

ナ
・
フ
レ
イ
ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

で
保
管
す
る
流
れ
。
追
加
オ
プ
シ
ョ

ン
と
し
て
荷
主
の
指
定
配
送
先
ま
で

の
ト
ラ
ッ
ク
配
送
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

今
後
は
、
航
空
便
で
は
運
べ
な
い

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
タ
ー
ゲ
ッ

Ｓ
Ｌ
Ｂ
輸
送
に
富
山
発
を
追
加

国
際
航
空
貨
物
の
取
り
込
み
を
図
る

東
洋
ト
ラ
ン
ス

富山新港での本船搭載

ターミナルでブロックトレインを編成

ＳＬＢの実証実験の出発式での記念撮影
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ト
に
据
え
つ
つ
、
今
年
度
中
に
同
サ

ー
ビ
ス
の
欧
州
延
伸
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
く
と
い
う
。
髙
橋
社
長

は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
に
旧
東
欧

圏
ま
で
は
Ｓ
Ｌ
Ｂ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

範
囲
に
入
る
が
、
そ
の
先
の
ド
イ

ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
等
ま

で
は
コ
ス
ト
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
含

め
実
証
が
必
要
だ
」
と
語
り
、
「
欧

州
市
場
に
進
出
し
な
い
と
物
量
は
な

か
な
か
増
え
て
い
か
な
い
。
ロ
シ
ア

側
と
コ
ス
ト
面
を
含
め
た
交
渉
を
行

っ
て
い
く
」
と
方
針
を
示
す
。

■

サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
（
本
社
・

堺
市
堺
区
、
田
島
哲
康
社
長
）
の
２

０
１
９
年
度
の
引
越
し
売
上
高
は
前

年
度
比
４
・
９
％
増
の
８
９
８
億
１

７
０
０
万
円
（
速
報
ベ
ー
ス
）
と
な

っ
た
。
ま
た
、
通
期
の
引
越
し
作
業

件
数
は
同
４
・
６
％
増
の
78
万
３
６

８
０
件
と
な
っ
た
。

19
年
度
の
引
越
し
売
上
高
は
、
各

四
半
期
、
各
地
区
と
も
す
べ
て
前
年

同
期
の
実
績
を
上
回
っ
た
。
第
１
四

半
期
の
売
上
高
は
２
４
６
億
６
４
０

０
万
円
（
５
・
７
％
増
）
、
第
２
四

半
期
は
１
９
４
億
９
３
０
０
万
円

（
８
・
０
％
増
）
、
第
３
四
半
期
は

１
８
６
億
４
７
０
０
万
円
（
２
・

６
％
増
）
、
第
４
四
半
期
は
２
７
０

億
１
１
０
０
万
円
（
３
・
６
％
増
）

だ
っ
た
。

ま
た
、
引
越
し
作
業
件
数
は
、
第

１
四
半
期
が
20
万
３
０
２
３
件
（
２

・
８
％
増
）
、第
２
四
半
期
が
18
万

３
６
２
６
件
（
３
・
４
％
増
）
、
第

３
四
半
期
が
18
万
６
５
７
８
件

（
２
・
５
％
増
）
、
第
４
四
半
期
が

21
万
４
５
３
件
（
９
・
６
％
増
）
と

な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
■

19
年
度
引
越
収
入
は

４
・
９
％
増
の
８
９
８
億
円

サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー

豊
田
通
商
（
本
社
・
名
古
屋
市
中
村
区
、
貸

谷
伊
知
郎
社
長
）
で
は
、
経
済
産
業
省
、
国
土

交
通
省
か
ら
受
託
し
て
い
る
「
高
度
な
自
動
走

行
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
装
に
向
け
た
研
究
開

発
・
実
証
事
業
：
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走
行
の
社

会
実
装
に
向
け
た
実
証
」
の
２
０
１
９
年
度
の
取

り
組
み
を
報
告
し
た
。

19
年
度
は
、
後
続
車
無
人
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
６
月
25
日
か
ら
20
年
２
月
28
日
ま
で
、
新
東
名

高
速
道
路
（
浜
松
い
な
さ
Ｉ
Ｃ
～
長
泉
沼
津
Ｉ

Ｃ
）
で
公
道
実
証
を
実
施
し
、
実
証
を
通
じ
て

確
認
さ
れ
た
課
題
や
、
電
子
牽
引
の
技
術
要
件

に
対
応
す
る
た
め
の
開
発
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
、
開
発
し
た
車
両
を
用
い
て
、
３
月
18
日
に
テ

ス
ト
コ
ー
ス
で
実
際
に
後
続
車
無
人
状
態
で
の

隊
列
走
行
（
イ
メ
ー
ジ
）
を
実
施
し
た
。

今
回
の
開
発
で
は
、
今
年
度
公
道
実
証
を
行

っ
た
隊
列
車
両
か
ら
、
①
先
頭
車
に
よ
る
後
続
車

の
一
体
操
作
機
能
と
状
態
監
視
機
能
、
②
車
両
制

御
装
置
の
冗
長
化
、
③

先
頭
車
ド
ラ
イ
バ
ー
運

転
支
援
機
能
、
④
隊
列

車
間
へ
の
車
両
割
り
込

み
抑
止
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

器
、
⑤
隊
列
走
行
状
態

に
お
け
る
異
常
発
生
へ

の
対
応
―
―
な
ど
を
新

た
に
追
加
し
て
い
る
。

20
年
度
に
つ
い
て

は
、
公
道
で
の
ト
ラ
ッ

ク
隊
列
走
行
の
後
続
車

無
人
シ
ス
テ
ム
（
後
続

車
無
人
状
態
）
の
実
現

に
向
け
、
引
き
続
き
新

東
名
高
速
道
で
の
実
証

や
必
要
な
開
発
を
実
施

す
る
。

豊
田
通
商
　
 ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
で
新
た
な
車
両
開
発



カーゴニュース 2020年（令和２年）４月９日　第４８５３号（第３種郵便物認可）

−16−

国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
１
月
の

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
情
報
に
よ
る
と
特
積

み
貨
物
（
調
査
対
象
24
社
集
計
）
の

総
輸
送
量
は
４
７
４
万
８
９
５
０
ｔ

（
前
年
同
月
比
２
・
２
％
減
）
と
な

っ
た
。
消
費
増
税
が
実
施
さ
れ
た
10

月
以
降
、
４
ヵ
月
連
続
で
減
少
が
続

い
て
お
り
、
低
調
な
荷
動
き
が
う
か

が
え
る
。
１
月
の
平
均
稼
働
日
数
は

前
年
同
月
と
比
べ
０
・
３
日
増
だ
っ

た
。
稼
働
日
１
日
当
た
り
の
輸
送
量

を
み
る
と
21
万
９
８
５
９
ｔ
と
な

り
、
前
年
同
月
よ
り
約
８
０
０
０
ｔ

下
回
り
、
３
・
６
％
減
と
な
っ
た
。

一
般
貨
物
も
４
ヵ
月
連
続
減

14
社
を
調
査
対
象
に
し
た
宅
配
便

の
取
扱
個
数
は
約
３
億
２
４
１
５
万

９
０
０
０
個
と
な
っ
た
。
前
年
比
約

４
１
６
万
４
０
０
０
個
増
（
１
・

３
％
増
）
と
な
り
４
ヵ
月
ぶ
り
に
増

加
し
た
。

一
方
、
一
般
貨
物
（
調
査
対
象
９

８
４
社
、
回
答
８
０
２
社
）
は
前
年

比
１
・
３
％
減
と
な
り
、
特
積
み
と

同
じ
く
４
ヵ
月
連
続
で
前
年
割
れ
で

推
移
し
て
い
る
。

■

特
積
み
は
10
月
以
降
４
ヵ
月
連
続
減

宅
配
は
４
ヵ
月
ぶ
り
に
プ
ラ
ス

１
月
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

特積みの輸送量推移

宅配便の輸送量推移

東
京
税
関
は
１
日
付
で
、
独
立
行

政
法
人
国
立
印
刷
局
理
事
長
の
松
村

武
人
氏
が
税
関
長
に
就
任
し
た
。

松
村
武
人
（
ま
つ
む
ら
・
た
け
ひ

と
）
１
９
６
０
年
11
月
28
日
生
ま

れ
。
83
年
３
月
東
京
大
学
法
学
部
を

卒
業
後
、
同
年
４
月
大
蔵
省
（
現
財

務
省
）
に
入
省
。
２
０
０
８
年
７
月

関
税
局
関
税
課
長
、
09
年
７
月
同
局

総
務
課
長
、
14
年
７
月
大
臣
官
房
参

事
官
兼
大
臣
官
房
審
議
官
（
関
税
局

担
当
）
兼
内
閣
官
房
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
府
対

策
本
部
員
な
ど
を
歴
任
し
、
17
年
４

月
か
ら
国
立
印
刷
局
理
事
長
を
務
め

て
い
た
。
な
お
、
同
氏
が
生
ま
れ
た

11
月
28
日
は
「
税
関
記
念
日
」
に
あ

た
る
。

■

松
村
武
人
氏
が
税
関
長
に
就
任

東
京
税
関

荷
主
企
業
・
物
流
事
業
者
を
１
冊
に
「「
物
流
総
覧

物
流
総
覧
」」

h
t
t
p
:/
/
c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.c
o
.jp
/
b
o
o
k
/
1
3
1
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日
野
自
動
車
（
本
社
・
東
京
都
日

野
市
、
下
義
生
社
長
）
は
５
月
１
日

か
ら
、
安
全
装
備
を
大
幅
に
拡
充
し

た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
「
日
野
プ
ロ
フ
ィ

ア
」
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
発
売

を
開
始
す
る
。

改
良
し
た
「
日
野
プ
ロ
フ
ィ
ア
」

ト
ラ
ク
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
衝
突

を
事
前
に
検
知
す
る
「
サ
イ
ト
ア
ラ

ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
や
前

方
不
注
意
な
ど
を
警
報
で
知
ら
せ
る

「
ド
ラ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ
ー
Ⅱ
」
、
ス

テ
ア
リ
ン
グ
を
握
っ
た
ま
ま
オ
ー
デ

ィ
オ
を
操
作
で
き
る
「
ハ
ン
ズ
フ
リ

ー
機
能
付
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
搭

載
オ
ー
デ
ィ
オ
」
を
標
準
装
備
す
る

ほ
か
、
９
月
１
日
か
ら
適
用
と
な
る

車
載
式
故
障
診
断
装
置
搭
載
の
義
務

化
に
対
応
。
ま
た
、
「
タ
イ
ヤ
空
気

圧
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
オ

プ
シ
ョ
ン
設
定
す
る
こ
と
で
タ
イ
ヤ

の
空
気
圧
を
把
握
で
き
、
稼
働
を
止

め
な
い
予
防
整
備
に
貢
献
す
る
。

型
式
は
日
野
プ
ロ
フ
ィ
ア
の
２
Ｐ

Ｇ
‐
Ｓ
Ｈ
１
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｇ
と
２
Ｄ
Ｇ
‐

Ｓ
Ｓ
１
Ｅ
Ｋ
Ｈ
Ａ
の
２
種
類
。
東
京

地
区
の
希
望
小
売
価
格
は
１
９
６
９

万
５
５
０
０
円
（
税
込
）
か
ら
と
な

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
■

「
プ
ロ
フ
ィ
ア
」
の
ト
ラ
ク
タ
を
改
良

日
野
自
動
車

日野プロフィアトラクターのイメージ

倉
庫
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
souco（
本
社
・
東
京

都
千
代
田
区
、
中
原
久
根
人
社
長
）

は
６
日
、
三
井
不
動
産
（
本
社
・
東

京
都
中
央
区
、
菰
田
正
信
社
長
）
が

管
理
す
る
物
流
施
設
「
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船

橋
」
で
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
可
能
に
す
る
「
souco物
流

施
設
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
を

開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
物
流
施
設
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
応
用
。
マ
ル
チ
テ

ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
の
入
居
テ
ナ
ン

ト
企
業
向
け
に
物
流
施
設
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
「
提
供
し
た
い
」
企
業
と

「
利
用
し
た
い
」
企
業
の
情
報
を
マ

ッ
チ
ン
グ
し
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
活
用
が
可
能
と
な
る
。
今
月
か
ら

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
、
約
20社

の
テ
ナ
ン
ト
企
業
は
無
料
で
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
で
は
棟
内

で
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し
借
り
に

加
え
、
soucoが
提
供
す
る
倉
庫
と

荷
主
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
経
由
す
る
こ
と
で
１
０
０

０
以
上
の
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も

可
能
。
取
扱
量
に
季
節
波
動
の
あ
る

テ
ナ
ン
ト
が
、
閑
散
期
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
や
繁
忙
期
の
追
加
ス
ペ
ー
ス
の

ニ
ー
ズ
を
登
録
し
、
他
社
と
ス
ぺ
―

ス
を
貸
し
借
り
す
る
こ
と
で
柔
軟
に

保
管
場
所
を
調
整
で
き
る
。
　
■

Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
で
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
提
供

繁
閑
期
の
ス
ペ
ー
ス
調
整
が
可
能
に

souco

ＭＦＬＰ船橋の外観

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
意
見
、
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い

i
n
f
o
@
c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.
c
o
.
j
p
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国
土
交
通
省
は
２
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
に
伴
う
物

流
に
係
る
特
殊
車
両
通
行
許
可
事
務

の
取
扱
い
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
当

面
、
特
殊
車
両
の
通
行
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
伴

い
生
じ
た
緊
急
な
物
流
の
必
要
に
対

応
す
る
た
め
の
も
の
（
消
毒
液
等
の

衛
生
資
材
な
ど
を
含
む
不
足
す
る
諸

物
品
の
運
搬
）
で
あ
る
場
合
に
は
、

申
請
書
を
添
付
の
上
、
申
請
先
の
事

務
所
に
電
話
等
で
連
絡
し
た
申
請
に

つ
い
て
、
最
優
先
で
処
理
を
行
う
。


関
東
地
方
整
備
局
へ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の

関
係
上
、
申
請
後
に
対
応
す
る
事
務

所
が
確
定
し
た
旨
の
連
絡
が
メ
ー
ル

で
さ
れ
、
当
該
事
務
所
に
電
話
等
で

連
絡
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
特
殊
車
両
で
通
行
に
関
し
、
道

路
情
報
便
覧
未
収
録
道
路
を
経
路
に

選
択
し
な
い
等
に
よ
り
、
可
能
な
限

り
「
個
別
審
査
」
が
生
じ
な
い
よ
う

協
力
を
要
請
し
て
い
る
。

澁
澤
倉
庫
（
本
社
・
東
京
都
江
東

区
、
大
隅
毅
社
長
）
は
１
日
、
連
結

子
会
社
の
澁
澤
陸
運
と
親
和
物
流
を

統
合
し
た
、
と
発
表
し
た
。
澁
澤
陸

運
を
存
続
会
社
と
す
る
吸
収
合
併
。

澁
澤
陸
運
は
東
京
都
江
東
区
に
本

社
を
置
き
、一
般
貨
物
運
送
事
業
、
利

用
運
送
事
業
、引
越
取
扱
事
業
を
展
開

す
る
。親
和
物
流
の
本
社
は
大
阪
府
茨

木
市
で
、
内
航
海
運
事
業
、
一
般
貨

物
運
送
事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
　

先
月
、
親
和
物
流
が
内
航
海
運
事

業
を
終
了
し
た
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ

経
営
の
効
率
化
を
目
的
に
合
併
を
決

め
た
。
な
お
、
親
和
物
流
の
２
０
１

８
年
度
内
航
海
運
事
業
は
売
上
高
２

憶
２
０
０
万
円
、
営
業
損
益
は
６
０

０
万
円
の
赤
字
だ
っ
た
。

鈴
与
（
本
社
・
静
岡
市
清
水
区
、

鈴
木
健
一
郎
社
長
）
は
１
日
付
の
組

織
変
更
で
「
国
際
事
業
室
」
を
「
海

外
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
」
へ
名
称

変
更
し
た
。


同
部
署
の
役
割
が
各
海
外
拠
点
の

総
支
配
人
の
補
佐
・
支
援
と
海
外
事

業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
し
、
役
割
に
沿
っ
た
名
称
と

し
た
も
の
。ま
た
、
組
織
の
ス
リ
ム
化

を
図
り
、国
際
事
業
室
の
下
部
組
織
だ

っ
た「
事
業
推
進
チ
ー
ム
」
と
「
事
業

企
画
チ
ー
ム
」
を
廃
止
し
た
。

神
鋼
物
流
（
本
社
・
神
戸
市
中
央

区
、
岩
佐
道
秀
社
長
）
は
１
日
付
の

組
織
変
更
を
発
表
し
た
。

「
鋼
材
製
品
本
部
」
の
一
貫
物
流

体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
同

本
部
に
「
物
流
管
理
部
」
を
設
置

し
、
神
戸
製
鋼
所
と
一
体
と
な
っ
て

物
流
コ
ス
ト
低
減
な
ど
の
物
流
課
題

の
改
善
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
「
原
料
・
運
輸
本
部
」
を

「
生
産
物
流
本
部
」
へ
名
称
変
更
し

て
、
直
下
に
「
加
古
川
事
業
所
」
と

「
神
戸
事
業
所
」
を
新
設
。
構
内
作

業
に
関
し
て
製
鉄
所
ご
と
の
一
体
運

営
を
行
う
。

丸
全
昭
和
運
輸
（
本
社
・
横
浜
市

中
区
、
浅
井
俊
之
社
長
）
は
６
日
開

催
の
取
締
役
会
で
、
監
査
等
委
員
会

設
置
会
社
に
移
行
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
６
月
26
日
開
催
の
定
時
株
主
総

会
で
必
要
な
定
款
変
更
な
ど
の
承
認

を
得
た
上
で
移
行
す
る
。

委
員
の
過
半
数
が
社
外
取
締
役
で

構
成
さ
れ
る
監
査
等
委
員
会
が
、
業

務
執
行
の
適
法
性
、
妥
当
性
の
監

査
・
監
督
を
担
う
こ
と
で
、
よ
り
透

明
性
の
高
い
経
営
を
実
現
す
る
こ
と

が
目
的
。

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
（
本
社
・

東
京
都
大
田
区
、
栗
山
年
弘
社
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
３
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
伴
う
事
業
へ
の
影
響
に
つ

い
て
発
表
し
た
。

こ
の
う
ち
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ

る
ア
ル
プ
ス
物
流
を
中
心
と
し
た
物

流
事
業
で
は
、
主
要
顧
客
で
あ
る
電

子
部
品
業
界
で
工
場
の
稼
働
停
止
に

よ
り
生
産
や
販
売
が
減
少
。
各
国
の

規
制
強
化
の
影
響
で
２
月
以
降
は
中

国
、
３
月
は
主
に
北
米
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
で
貨
物
取
扱
高
に
影
響
が
出
る
見

込
み
と
し
た
。

岡
谷
鋼
機
（
本
社
・
名
古
屋
市
中

区
、
岡
谷
篤
一
社
長
）
は
３
月
31

国
交
省
、
緊
急
物
流
の

特
車
許
可
を
最
優
先
に

澁
澤
倉
庫
が

子
会
社
２
社
を
統
合

鈴
与
、
組
織
変
更
で
国
際

事
業
室
の
名
称
を
変
更

神
鋼
物
流
、
組
織
改
編
で

神
戸
製
鋼
と
物
流
改
善

丸
全
昭
和
、
監
査
等
委
員
会

設
置
会
社
に
移
行

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
、

コ
ロ
ナ
で
物
流
事
業
に
影
響

岡
谷
鋼
機
、
名
古
屋
市
港
区

で
物
基
地
等
の
用
地
取
得



日
、
名
古
屋
市
港
区
空
見
町
の
土
地

を
取
得
し
た
と
発
表
し
た
。
取
得
し

た
土
地
面
積
は
約
２
万
１
４
０
０
㎡

で
、
今
後
は
新
た
な
物
流
基
地
等
と

し
て
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
と
い

う
。商

船
三
井
フ
ェ
リ
ー
（
本
社
・
東

京
都
中
央
区
、
大
江
明
生
社
長
）
は

３
日
、
同
社
の
代
表
取
締
役
社
長
に

尾
本
直
俊
副
社
長
が
昇
格
す
る
人
事

を
内
定
し
た
。
６
月
24
日
開
催
予
定

の
定
時
株
主
総
会
後
に
就
任
す
る
。

大
江
社
長
は
取
締
役
を
退
任
し
、
特

別
顧
問
に
就
任
す
る
予
定
。

PackcityJapan（
本
社
・
東
京

都
千
代
田
区
・
ト
ラ
ン
・
パ
ス
カ

ル
・
ロ
ラ
ン
社
長
）
は
３
日
、
オ
ー

プ
ン
型
宅
配
便
ロ
ッ
カ
ー
「
Ｐ
Ｕ
Ｄ

Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、
東
京
都

が
管
理
す
る
都
営
住
宅
２
団
地
に
設

置
す
る
と
発
表
し
た
。


東
京
都
西
東
京
市
の
「
柳
沢
六
丁

目
ア
パ
ー
ト
」
で
は
10
日
か
ら
柳
沢

駅
前
交
番
横
に
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
を
設
置
。

墨
田
区
の
「
横
川
五
丁
目
第
２
ア
パ

ー
ト
」
で
は
28
日
か
ら
墨
田
区
横
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
横
に
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ

を
置
き
、
運
用
を
開
始
す
る
。
と
も

に
、
24
時
間
荷
物
を
取
り
出
せ
る
。

利
用
可
能
宅
配
会
社
は
ヤ
マ
ト
運
輸

の
み
で
、
今
後
順
次
追
加
予
定
に
あ

る
。


丸
運
（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、

荒
木
康
次
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
グ

ル
ー
プ
の
経
営
理
念
を
改
定
し
た
。

経
営
理
念
は
２
０
１
５
年
12
月
に
制

定
し
た
が
、
外
部
経
営
環
境
の
変
化

や
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
３

次
中
期
経
営
計
画
へ
の
移
行
を
踏
ま

え
改
定
し
た
も
の
。

具
体
的
に
は
、
創
業
者
精
神
で
あ

る
「
利
他
自
利
」
を
理
念
に
採
り
入

れ
る
こ
と
と
、
「
わ
た
し
た
ち
の
信

条
」
の
項
目
を
「
私
た
ち
の
約
束
」

に
集
約
す
る
こ
と
で
、
顧
客
優
先
、

安
全
優
先
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
優

先
の
理
念
を
よ
り
明
確
に
表
明
し

た
。
グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
は
次
の
通

り
。

◎
私
た
ち
の
使
命

お
客
さ
ま
の
物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
、
最
高
の
品
質
と
創
造
力
で
提

供
し
、
社
会
の
発
展
、
企
業
の
繁

栄
、
個
人
の
幸
福
に
貢
献
し
ま
す

◎
私
た
ち
の
約
束

▽
安
全
運
行
、
安
定
輸
送
、
安
心

配
送
を
最
優
先
し
ま
す

▽
顧
客
満
足
の
実
現
に
全
力
を
注

ぎ
ま
す

▽
法
令
等
を
遵
守
し
、
公
平
・
公

正
で
透
明
な
取
引
を
実
行
し
ま
す

▽
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話

を
尊
重
し
、
と
も
に
成
長
し
ま
す

▽
安
全
・
品
質
を
妥
協
す
る
こ
と

な
く
追
求
し
ま
す

▽
個
人
の
知
恵
と
想
像
力
、
組
織

の
経
験
と
結
束
力
で
課
題
を
解
決
し

ま
す▽

環
境
負
荷
の
軽
減
に
努
め
、
自

然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
ま
す

全
国
港
湾
労
働
組
合
連
合
会
（
糸

谷
欽
一
郎
中
央
執
行
委
員
長
）
は
３

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
受
け
、
港
湾
労
働
者
の
安
全
確

保
や
「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
出
の
場

合
に
お
い
て
港
湾
運
送
事
業
の
安
定

的
な
継
続
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
日

本
港
運
協
会
、
国
土
交
通
省
、
厚
生

労
働
省
に
行
っ
た
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
た

場
合
、
港
湾
運
送
事
業
の
対
処
方
法

に
つ
い
て
具
現
化
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
す
る
よ
う
政
府
に
求
め
、

そ
れ
に
沿
っ
た
対
応
を
要
望
。
賃
金

カ
ッ
ト
な
ど
の
労
働
条
件
の
切
り
下

げ
、
解
雇
な
ど
の
雇
用
調
整
を
行
わ

な
い
よ
う
訴
え
て
い
る
。

東
京
海
上
日
動
火
災
（
本
社
・
東

京
都
千
代
田
区
、
広
瀬
伸
一
社
長
）

は
４
月
か
ら
、
企
業
の
商
品
・
製
品

に
関
す
る
国
内
の
物
流
リ
ス
ク
を
包
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商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
の

新
社
長
に
尾
本
直
俊
副
社
長

Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
、

都
営
住
宅
２
団
地
に
設
置

丸
運
が
グ
ル
ー
プ

経
営
理
念
を
改
定

全
国
港
湾
　
新
型
コ
ロ
ナ
で

日
港
協
な
ど
に
申
し
入
れ

東
京
海
上
日
動
、
商
品
総
合

補
償
運
送
保
険
を
開
始

「商品総合補償運送保険」のイメージ
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括
的
に
補
償
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
の

運
送
保
険
「
商
品
総
合
補
償
運
送
保

険
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。
ま
た
、

全
国
の
地
方
銀
行
が
運
営
す
る
法
人

会
員
制
度
向
け
に
、
運
送
保
険
の
団

体
保
険
制
度
を
創
設
。
中
小
企
業
の

商
品
・
製
品
に
つ
い
て
、
原
材
料
受

け
入
れ
か
ら
加
工
・
保
管
・
輸
送
の

間
や
、
販
売
先
に
納
入
す
る
ま
で
の

間
に
、
風
水
災
を
は
じ
め
火
災
や
衝

突
事
故
等
に
よ
り
発
生
し
た
損
害
を

ひ
と
つ
の
証
券
で
包
括
的
に
補
償
す

る
。


従
来
の
運
送
保
険
で
は
、
取
り
扱

う
貨
物
の
詳
細
や
物
流
の
流
れ
、
保

管
場
所
な
ど
多
く
の
情
報
を
申
告
し

た
上
で
の
見
積
り
と
な
っ
て
い
た

が
、
今
回
、
売
上
高
の
申
告
の
み
で

見
積
り
が
可
能
と
な
っ
た
。

地
方
銀
行
等
が
運
営
す
る
経
営
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
法
人
会
員
団
体

と
連
携
し
、
加
入
す
る
中
小
企
業

に
、
自
然
災
害
に
備
え
た
会
員
向
け

補
償
制
度
の
提
供
、
自
然
災
害
対
策

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
た
情
報
提

供
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に

関
す
る
策
定
レ
ベ
ル
診
断
サ
ー
ビ
ス

や
情
報
提
供
を
行
う
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協
同

組
合
連
合
会
（
石
川
和
夫
会
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
連
合
会
の
創
立
40
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
「
東
ト

協
連
40
年
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
し

た
。
同
史
で
は
１
９
７
９
年
７
月
の

創
立
か
ら
平
成
を
経
て
、
今
日
の
令

和
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
40
年
間
の

活
動
記
録
に
軸
足
を
置
き
、
過
去
の

歴
史
に
学
び
な
が
ら
、
会
員
協
同
組

合
の
期
待
に
応
え
る
た
め
の
今
後
の

事
業
展
開
や
将
来
の
指
針
づ
く
り
に

役
立
つ
よ
う
編
纂
し
た
。

電
子
地
図
関
連
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
を
展
開
す
る
ゼ
ン
リ
ン
デ
ー
タ
コ

ム
（
本
社
・
東
京
都
港
区
、
清
水
辰

彦
社
長
）
と
、
自
動
配
車
シ
ス
テ
ム

を
提
供
す
る
ラ
イ
ナ
ロ
ジ
ク
ス
（
本

社
・
千
葉
県
市
川
市
、
朴
成
浩
社

長
）
は
、
１
日
付
で
業
務
資
本
提
携

を
締
結
し
た
。
輸
送
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
推
進
に
向
け

て
、
連
携
を
強
化
す
る
。

両
社
で
は
以
前
よ
り
、
宅
配
物
流

業
務
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
モ
ビ
リ
テ
ィ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
事
業
で
提
携

し
、
輸
配
送
計
画
策
定
か
ら
管
理
ま

で
統
合
的
に
運
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
・
提
供

を
進
め
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
地
図

情
報
を
自
立
更
新
す
る
情
報
整
備
技

術
や
環
境
、
人
・
貨
物
の
輸
送
情
報

を
予
測
し
、
最
適
化
す
る
Ａ
Ｉ
技
術

の
必
要
性
を
確
信
す
る
と
と
も
に
、

同
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
見
据

え
た
サ
ー
ビ
ス
発
展
に
向
け
て
研

究
・
開
発
レ
ベ
ル
か
ら
地
図
デ
ー

タ
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
連
携
を
一
層
強
め
る

べ
き
と
判
断
し
、
今
回
の
提
携
に
至

っ
た
。

東
ト
協
連
が

40
年
史
を
発
行

ゼ
ン
リ
ン
デ
ー
タ
と

ラ
イ
ナ
ロ
ジ
ク
ス
資
本
提
携

鈴
与
（
４
月
１
日
）
▽
航
空
事
業

推
進
本
部
管
掌
を
兼
務
（
航
空
事
業

推
進
本
部
長
委
嘱
）
専
務
取
締
役
秘

書
室
・
法
務
室
・
経
営
企
画
室
・
総

務
部
管
掌
兼
審
査
室
・
経
理
部
・
人

財
採
用
部
・
人
財
開
発
部
・
人
事

業
務
部
・
研
修
セ
ン
タ
ー
担
当
浅

井
伸
祐
▽
航
空
事
業
推
進
本
部
長
を

兼
務
、
取
締
役
総
務
部
担
当
兼
秘
書

室
長
委
嘱
齋
藤
茂
宏
▽
総
務
部
特
任

部
長
［
安
全
衛
生
担
当
］
（
港
湾
事

業
室
特
任
部
長
）
飯
塚
昌
弘
▽
副
社

長
付
特
命
事
項
担
当
部
長
［
Ｕ
Ｐ

Ｓ
・
合
弁
現
法
担
当
］
（
広
域
営
業

部
特
任
部
長
）
八
木
浩
▽
静
岡
第
二

支
店
長
（
国
際
事
業
室
長
）
木
口
貴

志
▽
静
岡
第
一
支
店
長
（
静
岡
第
一

支
店
長
兼
静
岡
第
二
支
店
長
）
山
城

隆
史
▽
航
空
事
業
推
進
本
部
部
長

（
経
営
企
画
室
経
営
企
画
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
［
課
長
待
遇
］
）
大
脇
隆
一

▽
海
外
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長

（
国
際
事
業
室
営
業
推
進
役
［
課
長

待
遇
］
）
田
島
徹
治

同
（
６
月
１
日
）
▽
総
務
部
長

（
人
事
業
務
部
付
［
部
長
待
遇
］
竹

山
和
宏
▽
人
事
業
務
部
付
［
部
長
待

遇
］
鈴
与
シ
ス
テ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
出
向
（
総
務
部
長
）
杉
山
統
英

三
菱
商
事
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
４

月
１
日
）
▽
執
行
役
員
兼
ア
セ
ッ
ト

人
事
異
動

Ｃ
Ｍ
・
Ｐ
Ｖ
・
会
社
案
内
、
映
像
制
作
を
承
り
ま
す
! !

c
a
r
g
o
@
c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.
c
o
.
j
p



マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
統
括
部
担
当
役
員
特
命
事
項
担
当

（
営
業
部
門
管
掌
役
員
補
佐
）
渡
邊

浩
行
▽
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
統
括

部
、
倉
庫
Ｄ
Ｘ
室
担
当
役
員
を
兼

務
、
常
務
執
行
役
員
営
業
部
門
管
掌

役
員
中
谷
徳
志
▽
ア
パ
レ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
担
当
役
員
（
ア

パ
レ
ル
国
内
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
、

ア
パ
レ
ル
国
際
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

部
、
ア
パ
レ
ル
開
発
部
担
当
役
員
ア

パ
レ
ル
開
発
部
長
）
執
行
役
員
西
川

誠
▽
Ｃ
Ｉ
Ｏ
兼
シ
ス
テ
ム
統
括
部
、

食
品
・
消
費
財
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
グ

ル
ー
プ
担
当
役
員
（
食
品
・
消
費
財

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
担
当
役
員
）
執

行
役
員
長
谷
川
弘
幸
▽
工
業
財
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
部
を
兼
務
、
執
行
役
員

自
動
車
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
担
当
役

員
水
野
弘
之

商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
（
６
月
24

日
）
▽
代
表
取
締
役
社
長
（
取
締
役

副
社
長
）
尾
本
直
俊
▽
取
締
役
運
航

管
理
担
当
（
船
舶
部
専
任
部
長
）
中

園
隆
二
▽
取
締
役
旅
客
営
業
部
担
当

兼
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
代

表
取
締
役
社
長
（
理
事
旅
客
営
業
部

担
当
役
員
補
佐
兼
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ

イ
サ
ー
ビ
ス
社
長
補
佐
）
守
屋
光
興

▽
退
任
（
代
表
取
締
役
社
長
）
大
江

明
生
＝
特
別
顧
問
に
就
任
予
定
▽
退

任
（
専
務
取
締
役
）
黒
瀬
康
弘
＝
顧

問
に
就
任
予
定

▽
監
査
役
（
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長
）
中
山

一
哉
▽
非
常
勤
監
査
役
（
商
船
三
井

経
営
監
査
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
）
佐
藤
秀
昭
▽
退
任
（
監
査
役
）

小
松
隆
志
▽
退
任
（
非
常
勤
監
査

役
）
眞
嶋
徹
也
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第１章日本の主要物流企業

第２章
主要荷主企業302社の物流管理

▼本社所在地（TEL、FAX、HPアドレ
ス）▼設立年月▼資本金▼主要株主▼取
引銀行▼従業員数▼売上高▼部門別比率
▼当期純利益▼事業種目▼主要荷主▼主
な事業所▼営業用施設・機器▼プロフィ
ール▼役員一覧▼取得認証・認定資格

▼物流管理部門▼物流コスト▼物流
拠点▼輸送機関▼利用物流業者▼物
流管理の特長

第３章
日本の物流の基礎データ
▼物流関連機関・団体▼荷主系物流
会社（物流子会社）の一覧▼知って
おきたい物流の基礎データ

302発売
中!！

20202020

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
カ
ー
ゴ
ニ
ュ
ー
ス
の
コ
ラ
ボ
企
画

で

経
営
　
物
流

検
索
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